
絶対値回路                         AB-201A

特　長

=絶対値回路をシングルインラインパッケージに収納。
=平滑コンデンサを外付けする事により、ダイナミックレンジが広く直線性のよ
　い、全波整流回路を構成できる。

=振幅変調波（ＡＭ）のエンベロープ検波に使用できる。

概　要

　信号レベルの検出や、交流直流変換などの目的に使われる絶対値回路は、オペ

アンプなどを使用して回路を構成されますが、これらに必要な部品をコンパクト

なハイブリットＩＣに収納してあります。

　回路構成は、一般的なオペアンプによる半波整流回路と加算アンプで構成され

ています。

　主な用途として、ＡＣ-ＤＣ変換器（平均値整流）、ダイオードの順方向電圧ＶF

の温度係数が問題になる回路での整流回路や、ＡＣシグナル・デテクタ（ＡＧＣ，

ＡＬＣ回路）などがあります。

主な規格

=入力インピーダンス 50kΩ±10％以内

=入力電圧 ±10Ｖ以内（電源が±15Ｖ時）

=出力電圧 0～＋10Ｖ以内

=出力インピーダンス 10Ω以下

=最小負荷抵抗 2 kΩ以上

=出力オフセット電圧 ±10ｍＶ以内

=絶対値精度　 　 ±2％以内

=電源電圧　　　　　 ±15Ｖ ±10％以内（±5Ｖから動作可能）
=消費電流 ±5 mA 以下

=外　　形 ＳＩＰ-8 ＰＩＮ　ｈ＝17m m

■ＡＢ- ２０１Ａ内部構成

■端 子 接 続 表

端子番号 信号名称 備　　考

１ ＩＮ 入力端子

３ ＨＷ-ＯＵＴ 半波出力

４ ＳＵＭ 仮想接地

５ ＯＵＴ 出力端子

６ 0 Ｖ 電源 0Ｖ

７ －ＶC C 電源 －

８ ＋ＶC C 電源 ＋
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基本的な使い方

=図は交流信号を直流に変換するＡＣ-ＤＣコンバータの１例で、入力信号に含ま
　れる直流分をカットするため、コンデンサＣ 1 を挿入しています。（直流オフセ

　ットが重畳していると全波整流波形がアンバランスになる。）

　低域の遮断周波数ｆC は、入力抵抗が50kΩですからｆC =1/2πＣ1 ･Ｒi です。

　例えばｆC =20Ｈｚ（-3ｄＢ）とすれば、Ｃ1 =1/2πｆC ･50kΩより

　Ｃ1 =0.159μＦとなり、これより容量の大きいコンデンサが必要です。

=本回路は外付けコンデンサＣ 2を出力とＳＵＭ端子間に接続することにより平均
　値整流回路を実現できます。Ｃ 2 の値は、整流回路の応答時間と整流時に生ずる

　リプルをどれくらい許容するかで、定数を算定します。

　Ｃ 2と並列に接続される内蔵抵抗が150kΩですから、放電時定数ｔは

　　ｔ=150×Ｃ 2  （ｍＳ）　　ただしＣ2 の単位はμＦ

　また直流出力電圧Ｅ0 は、Ｅ0 =ＡＢＳ（ｅi n ）×2/πで算出でき、例えば 2.2ＶP P

　（0.78Ｖr m s ）の交流信号を入力したときの出力電圧（平均値）は

　Ｅ0 =1.1×2/3.14= 0.7Ｖになります。

=音声信号などのレベル、周波数が変化する信号のレベル検出回路として使用す
　る場合は、平均化コンデンサＣ 2 を小さな容量とし、本ＩＣの出力端子のリプル

　を除去するためのＬＰＦを外付けすると良いでしょう。

=単なる絶対値回路として応用する場合は、図のＣ1、Ｃ 2 を除去します。
=ＨＷ（half wave）出力は理想化ダイオード出力端子で、負極性の半波整流出力
　が得られます。

=入力信号レベルが低いと、周波数特性が劣化するので必要に応じて入力側にア
　ンプを挿入して数Ｖ程度までレベルアップしてください。

=電源電圧の範囲は内部がオペアンプで構成されているため、±5Ｖ～±15Ｖの
　範囲で使用できますが、最大信号入力レベルに注意してください。

代表的な特性

　写真１は、1kＨｚ、4Ｖ P P のサイン波を入力した時の出力波形です。上の波形は

入力波形で、中は絶対値出力、下の波形は負の半波整流波形です。

　平均値整流回路として使用した場合の周波数特性は、出力直流電圧が10％低下

する周波数は、出力電圧 4Ｖの時約600kＨｚ、1Ｖの時約 300kＨｚで、入力信号

レベルが小さいほど特性が劣化し、100ｍＶ出力では約50kＨｚ程度です。
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